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瀬谷フェスティバル 学生ボランティアスタッフ参加（１０月２７日 上瀬谷通信隊のはらっぱ）

秋晴れの中、瀬谷区民が集うお祭りのボランティアとして国際の生徒（１１人）も参加し

ました。生徒たちは昨年に引き続き、石巻市、いわき市、八戸市のブースの屋台で「せんべ

い汁」などの販売をお手伝いしてお祭りを盛り上げ、東北支援に一役買いました。

横浜隼人はこれからも東北を応援

していきます！

自分たちの昼食時間も忘れ、 「せんべい汁」の売れ行き 松本先生も福島の

「石巻焼きそば」作成中！ も好調！行列を仕切りました。 物産を購入。

第２回 世界のお菓子を楽しむ会開催！（１１月２日 土） 第２回目の今回も外国につながる生徒、旅行に行ってきた生徒が持ち寄っ

たお菓子で行われました。今回はオーストラリア、中国、メキシコ、シンガポールのお菓子！ いろとりどりで食べたことのないお

菓子を前に、世界の国々へ思いを馳せました。

ひまわりの種入り きれいな黄色！ みんなで決めた今回の

ウェハースのお菓子 ベスト１！ 見たことのないものばかり！ 今回の参加者勢ぞろい！

中国のお菓子を持ってきてくれた町田君から：僕からは、中国のお菓子代表として中国で買ってきたお菓子を出しました。想像してい

たよりもすごく好評で、結果人気投票で１位を獲得することができて、持ってきた僕もとても嬉しかったです。

Korea×Japanかながわユースフェスタ開催！（１１月４日 山下公園）第２回を数えるこのイベントには、時折小雨がぱらつく中、昨年

に倍するボランティアが参加しました。（全コース全学年で約１５０名）当日は単に催しの運営をお手伝いするだけではなく、企画

本来の目的である「若者同士の交流」を行いました。日韓、日朝間の政治的な状況が難しい今だからこそ、このイベントを通じて若

者同士の結びつきが強まり、平和な世界を創り出す原動力となることを横浜隼人は祈っています。

空手部×テコンドー

ボランティアは隼人の 掲示物の準備にも フィナーレには神奈川の

生徒が１４０人以上参加！ 余念がありません。 ゆるキャラも登場！

和太鼓部×チャンゴ

盆踊り（瀬谷区民踊協会）

×オッケチュム

今回は「世界がもし１００人の村だったら」の Korea × Japan かながわユースフェスタバージョン

を作成し、来場者に体験してもらいました。朝鮮高校の生徒と隼人の生徒も参加し、少しだけ勉強をしました。 イメージキャラ

ハロウィンパーティ開催！（１１月７日）国際初となるイベント、ハロウィンパーティを被服室で行いました。英語を使

ってフルーツバスケットを行うなど、国際ならではのアットホームな会になりました。生徒たちが手作りで作った

このイベントを、今後も続けていきたいと思います。

左：自前のコスチュームを着て参

加した生徒も！

中：アメリカ研修で覚えた踊りも

披露！

右：フルーツバスケットで残って

しまった生徒も楽しく「罰ゲー

ム」


